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 第９章では、結論を述べている。研究課題 1-1 と 1-2 では、体育における児童生徒の持久走/長距
離走の学習態度の推移と、肯定的学習態度の因子構造と因果構造を明らかにしている。研究課題 2-1
と 2-2 では、イーブンペース走を適用した中学校長距離走の授業における学習態度の改善と長距離
走成績の向上、および低成績群での同様の結果から、イーブンペース走学習の成果を実証している。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、実施が困難であるとされている継続的な授業実践研究から蓄積された大量データを用
いて、体育における持久走/長距離走学習の児童生徒の態度を明らかにし、学習態度の改善と長距
離走成績の向上を図るイーブンペース走学習を適用した体育授業実践の成果を明らかにしており、
 
-３- 
学術的な新規性と価値は大きいと判断できる。また、学習指導要領にも長く位置づけられ続けてい
るにも関わらず、児童生徒は持久走/長距離走学習に否定的態度を持つことが一般的であり、本研
究が学習態度の改善や運動成績の向上の成果を明らかにした点についても、学術的新規性と価値が
大きいと判断できる。学術的に検討されたイーブンペース走学習は、体力・運動能力、運動習慣等
の向上のための体育などへの実用化が期待される。 
 令和元年１２月２６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
 よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
